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はじめに 

 さて、昨年の就職状況はどうであったかと申

しますと、三ヶ月の後ろ倒しで、学生たちが戸

惑っている・・・などとメディアなどは取り上

げておりましたが、ここ東海地区では皆様の頑

張りのおかげで、完全な売り手市場！大変あり

がたい就職状況でありましたことをご報告い

たします。 

そんな変革時期を逆手に取り、昨年より始め

ました大学全体での推薦制度の復活、【推薦者

を企業によるジョブマッチングの末、企業側に

決めていただくという荒業】今年はさらに多く

のここ東海地区の大手企業様にご活用いただ

け、学生たちの就職支援につながっていると感

じております。ジェネラルインターンシップ

については、学生たちが大手企業の公募型イ

ンターンシップとの被りを嫌い、ジェネラル

への出席率の低下がみられています。しかし

ながら、本学就職支援活動の目玉である企業

研究セミナーでは、本年度は 375社におよぶ

優良企業の参加を得て、2 日間で 2,000名に

も及ぶ本学学生が企業研究を行いました。ま

た、彼らたちが多くの企業と接点を持てるよ

うに、企業側にも準備をしてもらうために、

今年も事前に参加企業対応のセミナー（80社

参加）を催しました。  

 

 

 

またキャリアサポートオフィスと連携を図っ

ている就職・キャリア支援係では、昨年度よ

り新たに企業情報等の専門的知識を有する経

験豊富な就職相談員とインターンシップ相談

員を配置し、繁忙期には相談時間を増加する

など、相談体制の強化を図りました。さらに

就職活動支援として学生からの要望をもとに

ミニ講座を充実させました。各学科・専攻の

就職担当教員との連携も密に行い、就職担当

教員連絡会議を開催し、種々情報交換を行っ

ています。 

さらに中部地区国公立大学と連携し、情報

の共有と就職支援のさらなる充実を図ってい

ます。 

以下、キャリア形成及び就職活動支援関係

で実施した行事等の詳細を記します。 

 

平成 27年度の活動報告 

1. キャリア形成関係 

〔キャリア形成ガイダンス〕 

4/8（第 1回） 

「前リクナビ編集長が名工大生の為に語る～

就活を始める前に考えておかねばならないこ

と～」281名 講師：（株）リクルートキャリ

ア 就職みらい研究所 所長 岡崎仁美氏 

4/15（第 2回） 

「名工大の就活とは」268 名 講師：インタ

ーンシップ相談員 高橋隼人 

4/22（第 3回） 

「本学でのキャリアを考える」～先輩の事例

から本学での過ごし方を学ぶ～ 241 名 講

師：4年生、大学院 2 年生 

5/13（第 4回） 

「現役技術系社員から学ぶ」170 名 講師：

（株） デンソー技術企画部 松岡久永氏 
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5/20（第 5回） 

「現役技術系社員から学ぶ」118 名 講師：

中部電力（株）本店人事部 採用育成グループ 

宮本隆史氏  

7/1（第 6回） 

「先輩の就活に学ぶ」～就活中の先輩の声を 

直接聞いてみよう～ 講師：４年生、大学院

２年生 

7/8（第 7回） 

「朝日学情ナビ編集長が名工大生の為に語る

～名工大生に知っておいてほしい社会情勢・

経済情勢・就職情勢～」33 名 講師：朝日学

情ナビ編集長 木之本敬介氏 

 

〔インターンシップガイダンス〕 

6/3（第 1回） 

「インターンシップ報告会」 170名 講師：

前年インターンシップ参加者 

6/17（第 2回） 

「インターンシップガイダンス インターン

シップの心構え」 173名 講師：（株）リク

ルートキャリア 桝田梨奈氏 

 

〔ジェネラルインターンシップ〕 

賛同企業数：90 社  参加希望学生数：69 名 

派遣先企業数：45 社 参加決定学生数：67 名 

 

3/3～3/4 

「企業研究セミナー」 

参加企業：375社 

 

2. 就職活動支援関係 

〔就職ガイダンス〕 

10/7（第 1回） 

「2017 年卒就活戦線はこう乗り切れ！」192

名 講師：マイナビ編集長 三上隆次 

10/14（第 2 回） 

「就活準備の第一歩！名工大生限定の特別講

演 工学部生ならではの自己分析講座」～ 

142 名 講師：リクルートキャリア 就職ジ

ャーナル編集長 大黒光一氏 

10/28（第 3 回） 

「日経新聞等の経済情報収集の就活への活か

し方」97名 講師：日経メディアプロモーシ

ョン（株）増本勝則氏 

11/4（第 4回） 

「業界研究会について」102 名 講師：JEMA

常務理事 本松修氏 

11/11（第 5 回） 

「就活に役立つ 最近の時事から読み取る業

界研究」121 名 講師：朝日学情ナビ編集長 

木之本敬介氏 

11/18（第 6 回） 

「企業選択の新たな視点！」115 名 講師：

（株）マイナビ 

11/25（第 7 回） 

「女子学生向けセミナー」46 名 講師：リク

ルートキャリア 

12/2（第 8回） 

「名工大 OB によるトップセミナー」109名 

講師：ダイハツ工業（株）会長 伊奈功一氏 

花王（株）研究開発部門研究主幹 妻鳥正樹

氏 

12/9（第 9回） 

「名工大卒業・修了者によるパネルディスカ

ッション」195 名 講師：名工大卒業・修了

者 

12/16（第 10回） 

「名工大卒業・修了者によるパネルディスカ

ッション」197 名 講師：名工大卒業・修了

者 

1/20（第 11 回） 

「業種研究会」182 名 講師：名工大卒業・

修了者 

1/27（第 12 回） 

「リクナビ編集長が語る～就活最前線～」講

師：（株）リクルートキャリア リクナビ編集

長 平澤義博氏 

2/3（第 13回） 

「マナー講座」151 名 講師：はるやま商事

（株）福島崇仁氏 

 



2/10（第 14 回） 

「企業人事の本音」～だから面接や書類で志

望動機を聞くのです。～138名 講師：（株）

リクルートキャリア 

2/17（第 15 回） 

「業界研究・企業研究・職種研究とは」406

名 講師：（株）ディスコ 

 

[特別セミナー] 

1/13 男女共同参画推進センター共催 

「リケ女キャリア研究会」80 名 講師：愛知

県副知事 堀井奈津子氏、日 IBM 我妻三佳

氏、女子社員（トヨタ自動車、トヨタホーム、

ノリタケカンパニーリミテド、リンナイ）に

よるパネルディスカッション 

1/27 外国人向け就職ガイダンス 39 名 

講師：フォースバレー・コンシェルジュ（株） 

TOPCAREER 事業部 佐藤泰樹氏 

 

〔就職情報ミニ講座〕 

講義（第 1回）1/29、3/9 

「応募書類対策」165 名（1/29）講師：就職

相談員 桑原容子 

ワーク（第１回）2/5、2/12、 

「自己分析・文章作成」延べ 119 名 講師：

就職相談員 桑原容子 

講義（第 2回）2/19、3/9 

「グループディスカッション-面接-」123 名

（2/19） 講師：就職相談員 桑原容子 

ワーク（第 2 回）3/16午前・午後、3/18午

前・午後 「グループディスカッション基礎

編」 講師：就職相談員 桑原容子 

ワーク（第 3回）3/25午前・午後、3/30午前・

午後 「グループディスカッション実践編」

講師：就職相談員 桑原容子 

ワーク（第 4 回）3/14、3/17、3/24、3/28、

3/29 「面接対策講座」講師：ハローワーク 

相談員 

 

3. 就職・キャリア形成に関する印刷物 

12 月 OB紹介誌 VOICE2017（3500冊）を発

行。117 社の OBを写真付きで紹介。 

12 月 名工大生の為の就活支援ガイド、名古

屋工業大学キャリアガイド 2016（2000冊）を

発行。ダイハツ工業の伊奈会長のインタビュ

ーを載せる。 

12 月「平成 26 年度卒業・修了者進路状況調

査」（3,000冊）を発行。  

学部一部 3 年、二部 4 年、大学院博士前期課

程 1 年、後期課程 2年の自宅へ送付。 

2 月「企業研究セミナー2016 参加企業データ

集」（2,500冊）を発行。 

3 月「平成 27 年度インターンシップ報告書」

（700冊）を発行。 

 

平成 27 年度総括および平成 28 年度活動計画 

 本年度のキャリア教育、及び就活支援は三

ヶ月後ろ倒しへの対策に力を注いできたが、

大きなところでは大手を中心とした各企業が

インターンシップに注力を始めたことへの対

応として、六月初めにインターンシップに関

しての学内企業説明会を開催した。また、企

業側が推薦者を選出するジョブマッチングを

行う、名工大方式の推薦制度の構築に注力し、

多くの東海地区の手メーカーに採用されてい

る。12 月からの三ヶ月の後ろ倒しで間延びし

た１２-２月に学生たちの業界研究を進める

ために、各企業 OBによる懇談会、及び、各企

業人事の横の連携を図った業界研究会を今年

もさらに多数（20回）開催した。 

28 年度では、面接開始時期の二ヶ月前倒し

という、立て続けな更なるシステム変更に対

して、不備のない対応を図っていく計画であ

る。 


